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言霊喜輩譜竺二
千二申野鱒琴し・鱒馬敵一軍臥衰虚臥轡国・疲由良早々草進み、・
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慮国を訪耗た渡来人氏は、それぞれの国がどのように見えていたのでしょうか
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寧対馬国．、－　　　　　　1こ
【廊文】殖虔一海千金壁。至対馬乱其大官日華殉。朝日早坂母臥

所居絶島。方可四百命数土地山嵐多深林。道痴議鱒私
有千金声。良田無。食海物白話。乗船南北市羅。、

【訳】はじめて海を渡るごと千余里tヰて対馬国に到着する。
其の大官を卑狗（ひこ）といい、副官を卑奴母硬くひな

もり）という。屠（お）る所は絶島。方四百余里ばかり。

土地は山険しく、深林が多く、道路は禽鹿（きんろく）の

径にみち）のようである。千数の家があるも、良田は無く、

海物を食して自活し、船に乗って南や北と交易をして

暮らしている。
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B－ヱ憂国
【原文】文言洩丁海千金里っ名日勤海。至一大（支）臥官亦目早軌

有三千許家。差有

陸行500余里

B奴国　　　　㌔再
【原文】東南至東国百里。官日発馬価。

副日卑奴母敵有二着余戸。
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【訳】それからまた南に一海を戯こと千余里で一支国

に到着する。この海は鄭毎と転けられる。

この国の大官もまた卑狗（ひこち次官は卑奴母

∴．・　－∴二、一∴∴
があるが、水田を耕しても食料には足らず、やはり
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南や北と交易をして暮らしている。
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無蓋璧千線至末塵国側芸等〆〇〇。憲議ロも
浜山海鼠草木茂盛涌不見前人溜好捕。00

魚配水無深浅∈皆沈没取之。　　吉。○

【訳】また、一海を渡ること千余里にして、末塵司葺
到着する。四千余りの家がある。山の麓の浜

で暮らしている。陸は草木が茂って、前を歩く

人の姿をみることができない。魚や錐（あわび）

を好み、海の深さに関係なく、皆、潜って獲っ

ている。

【原文】東南陸行五百里。封伊都国。官日爾支。副日泄護髄亡柄染触。

有千余戸。世有王。皆統属女王国。部位往来常所巌。（中略）

自女王国以北。特置一大率。検察諸国畏博之。常治伊都国。

【訳】東南に陸を五百里進むと伊都国に到着する。大官を爾支（にき）といい、

副官翫世諜肱（しまこ）、柄渠触（へきこ）という。千余りの家がある。代々

王が国を治めている。皆が女王国に罵している。都僕が往来する場合、

常にこの国に滞在する。（中略）

女王国より北には、一大率を配置

する。諸国を検察している。他の国々

はこれを畏（おそ〉れ悍（はばか）る。

常に伊都国に常駐している。


